
2

　
　
　

　
　
　
都
心
の
開
発
が
進
む
中
、
都
心

全
体
の
に
ぎ
わ
い
を
高
め
る
た
め
に
は
、

点
と
点
を
線
で
結
び
、
面
的
な
広
が
り

を
持
た
せ
る
こ
と
で
回
遊
性
を
向
上
さ

せ
る
取
り
組
み
が
必
要
。
所
見
を
伺
う
。

　
　
　
都
心
再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
、
高
機
能
オ
フ
ィ
ス
の
供
給
と

併
せ
て
低
層
部
で
の
に
ぎ
わ
い
空
間
の

創
出
も
進
ん
で
い
る
。
新
た
な
建
物
周

辺
の
通
り
で
行
わ
れ
る
マ
ル
シ
ェ
や
イ

ベ
ン
ト
に
も
訪
れ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

取
り
組
み
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
都
心
の
回
遊
性
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　
市
立
学
校
の
特
別
教
室
お
よ
び

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
関
し
、
基
本

的
な
考
え
方
と
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
児
童
生
徒
の
学
習
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
、
特
別
教
室
は
令
和
６
年

度
に
増
改
築
ま
た
は
大
規
模
改
修
の
実

施
設
計
を
行
う
学
校
か
ら
、
体
育
館
は

同
年
度
に
増
改
築
の
実
施
設
計
を
行
う

学
校
か
ら
エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る
。
ま

た
、
当
面
増
改
築
等
の
予
定
が
な
い
学

校
の
特
別
教
室
に
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン

を
、
体
育
館
お
よ
び
武
道
場
に
は
大
型

冷
風
機
を
３
カ
年
計
画
で
整
備
す
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
交
流
人
口
拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
強

　
化
せ
よ

○
東
北
絆
ま
つ
り
の
７
年
ぶ
り
の
仙
台

　
開
催
に
関
連
し
た
観
光
戦
略

○
中ち

ゅ
う
お
う
お
ろ
し
う
り
し
じ
ょ
う

央
卸
売
市
場
の
再
整
備
で
は
、
に

　
ぎ
わ
い
創
出
と
食
材
の
魅
力
発
信
を

○
４
病
院
の
再
編
に
関
し
、
本
市
と
し

　
て
も
具
体
的
に
考
え
を
整
理
し
て
県

　
に
示
す
な
ど
、
必
要
な
対
応
を
求
め

　
る
べ
き

　
　
　

　
　
　
県
内
宿
泊
者
の
６
割
以
上
が
本

市
に
宿
泊
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る

中
、
宿
泊
税
に
係
る
県
と
の
協
議
に
当

た
っ
て
は
、
市
民
や
事
業
者
に
と
っ
て

最
大
限
の
利
益
と
な
る
よ
う
交
渉
に
臨

む
こ
と
を
求
め
る
が
認
識
を
伺
う
。

      　
　
　
市
内
で
徴
収
さ
れ
る
宿
泊
税
は
、

本
市
を
訪
れ
る
旅
行
者
や
市
内
の
事
業

者
が
効
果
を
実
感
で
き
る
施
策
に
還
元

　
　
　

　
　
　
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の
給

付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
世
帯
に
対
し

て
、
現
在
行
っ
て
い
る
支
援
だ
け
で
な

く
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
支
援
も
丁

寧
に
説
明
す
る
べ
き
。

　
　
　

　
　
　
支
給
を
進
め
て
い
る
令
和
５
年

度
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
７
万

円
の
給
付
金
の
ほ
か
に
も
、
今
後
、
住

民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
へ
の
給
付

さ
れ
る
べ
き
と
の
宿
泊
事
業
者
か
ら
の

意
見
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
宿
泊
税
の

制
度
設
計
案
を
元
に
基
本
的
な
考
え
を

整
理
し
、
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
実
施
設
計
が
終
わ
り
、
令
和
６
年

度
に
工
事
を
開
始
す
る
学
校
２
校
は
、
こ

の
工
事
で
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

れ
な
い
。
理
論
上
、
こ
の
ま
ま
で
は
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
最
も
遅
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
体
育
館
の
設
計

変
更
も
含
め
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
求
め
る
。

　
　
　
国
か
ら
の
補
助
金
の
確
保
や
設
計

の
見
直
し
に
よ
る
児
童
生
徒
の
学
習
環
境

へ
の
影
響
の
長
期
化
な
ど
、
ど
う
し
て
も

課
題
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
他
都
市
の

事
例
も
参
考
に
大
型
冷
風
機
を
設
置
す
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
宮
城
県
第
五
次
地
震
被
害
想
定
調
査

金
や
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の
加
算

給
付
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
こ
う
し
た

支
援
の
予
定
を
丁
寧
に
説
明
、
周
知
す

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
可
能
な
限
り
説
明
し
て
い
く
。

　
　
　

　
　
　
宿
泊
税
を
導
入
し
た
場
合
の
旅

行
者
に
生
じ
る
負
担
感
を
解
消
す
る
た

め
、
旅
行
者
へ
の
税
徴
収
に
関
す
る
周

知
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
宿
泊
ク
ー

ポ
ン
を
返
礼
品
に
添
え
る
ふ
る
さ
と
納

税
を
よ
り
促
す
べ
き
。

　
　
　

　
　
　
宿
泊
税
導
入
と
な
っ
た
場
合
は
、

宿
泊
者
や
宿
泊
事
業
者
へ
の
周
知
と
と

も
に
継
続
的
に
事
業
者
の
意
見
を
伺
っ

て
い
く
。
ま
た
、
旅
行
関
連
の
返
礼
品

を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
は
、

観
光
需
要
の
取
り
込
み
の
点
で
も
重
要

で
あ
り
、
旅
行
者
に
と
っ
て
、
よ
り
利
便

　
と
本
市
独
自
の
行
動
計
画
の
方
向
性

○
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進

○
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
導
入

　
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
公
表
の
準
備
を

○
経
済
成
長
戦
略
と
賃
上
げ
環
境
の
整
備

○
Ｍ
注
２

Ｉマ
イ
ス
Ｃ
Ｅ
の
分
散
開
催
に
対
す
る
支
援

○
歩
い
て
楽
し
い
長
町
地
区
の
形
成

○
子
育
て
支
援
策
と
仙
台
こ
ど
も
財
団

○
不
登
校
対
策
検
討
委
員
会
の
常
設
化
を

○
中
心
部
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点

○
４
病
院
の
再
編
に
係
る
県
と
の
協
議

性
の
高
い
も
の
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
能
登
半
島
地
震
の
職
員
派
遣
の
状
況

○
中
心
部
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
に
お

　
け
る
災
害
文
化
と
仙
台
防
災
枠
組

○
街
路
樹
や
市
有
施
設
の
適
正
管
理

○
帯
状
疱ほ

う
疹し

ん
予
防
接
種
の
助
成
を

○
敬
老
乗
車
証
見
直
し
の
市
民
意
見

○
宅
地
造
成
に
伴
う
周
辺
環
境
の
整
備

○
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
や
育
児
ヘ

　
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
家
庭
訪
問
事
業
の
拡
充

宿泊税先行導入等自治体の税率 ふるさと納税を促進し、返礼品の旅行ク
ーポンで、本市への旅行客の取り込みを

せんだい都心再構築プロジェクトを
活用したアーバンネット仙台中央ビル

答 問   

問   答

問   問   答 答

問   問   答 答
新
年
度
に
工
事
を
開
始
す
る
学
校
の

　
体
育
館
に
も
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

宿
泊
税
導
入
に
伴
う
負
担
感
解
消
策

宿
泊
税
に
係
る
本
市
と
県
と
の
協
議

支
援
給
付
施
策
の
丁
寧
な
説
明

特
別
教
室
お
よ
び
体
育
館
の

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ア
コ
ン
整
備

せ
ん
だ
い
都
心
再
構
築

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
回
遊
性
向
上

沼沢　しんや　議員

市民フォーラム市民フォーラム
仙　　　台仙　　　台

鎌田　城行　議員

公明党公明党

加藤　和彦　議員

自由民主党自由民主党

○
一
般
会
計
（
主
な
補
正
項
目
）

・
国
の
令
和
５
年
度
第
１
号
補
正
予
算

　
に
係
る
補
助
事
業
認
証
決
定
見
込
み

　
に
よ
り
、
保
育
所
等
に
お
け
る
性
被

　
害
防
止
対
策
の
た
め
の
設
備
導
入
に

　
要
す
る
経
費
の
助
成
等
に
必
要
な
経
費

　
５
２
３
２
万
５
千
円
を
追
加
す
る
も
の

・
敬
老
乗
車
証
利
用
者
の
増
加
に
伴
う

　
事
業
費
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

　
必
要
な
経
費
３
８
３
８
万
７
千
円
を

　
追
加
す
る
も
の

・
国
の
令
和
５
年
度
第
１
号
補
正
予
算

　
に
係
る
補
助
事
業
認
証
決
定
見
込
み

　
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

　
ク
チ
ン
接
種
費
を
２
億
３
１
１
８
万

　
８
千
円
追
加
す
る
も
の

○
敬
老
乗
車
証
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

　
敬
老
乗
車
証
の
利
用
可
能
金
額
の
増

　
額
に
係
る
負
担
額
の
上
限
額
を
改
定

　
す
る
も
の

○
適
応
指
導
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

　
適
応
指
導
セ
ン
タ
ー
の
名
称
お
よ
び

　
位
置
を
変
更
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
設

　
置
目
的
お
よ
び
事
業
内
容
を
改
め
る

　
と
と
も
に
、
条
例
の
題
名
を
「
教
育

　
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
」
に
改
め
る
も
の

○
人
事
委
員
会
の
委
員
の
選
任

　
嵩だ

け
　
さ
や
か

○
宮
城
県
公
安
委
員
会
の
委
員
の
推
薦

　
猪い

の
又ま

た
　
明あ
け

美み

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
四し

竃か
ま

　
亮り

ょ
う真し
ん　

　
宇う

部べ

　
雄ゆ

う
介す
け

　
妹せ
の
尾お

　
信の
ぶ
子こ

　
　
蘆あ
し
立た
て

　
文ふ
み
枝え

　
猪い

野の

　
信ま

こ
と　

　
　
窪く

ぼ
田た

　
一か

ず
子こ

　
中な

か
つ
じ辻

　
晶あ
き
子こ

　
　
髙た

か
橋は
し

　
文ふ

み
子こ

　
森も

り
山や
ま

　
博ひ

ろ
し　

　
　
岡お

か
本も
と

　
浩ひ

ろ
行ゆ
き

　
鈴す
ず
木き

　
裕ゆ

美み

○
副
市
長
の
選
任
　
藤ふ
じ
本も
と

　
章あ

き
ら

○
教
育
長
の
任
命
　
天あ
ま
の野

　
元げ
ん

○
監
査
委
員
の
選
任
　
木き
む
ら村

　
洋よ
う
じ二

　
２
月
16
日
、
本
会
議
に
お
い
て
、
第

76
号
議
案
　
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
追

加
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係

る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の

改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
消
防
団
員
等
に

係
る
補
償
基
礎
額
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

条
　
例

人
　
事

令
和
５
年
度
補
正
予
算

議
案
の
追
加
提
案

　今定例会に提出された議案81件
が可決され、成立しました（８面の
会派別議案賛否一覧表をご参照く
ださい）。以下、成立した議案の一
部を紹介します。
　なお、予算等の審査については、
６・７面をご覧ください。

主な議案の紹介

疑

質

表

代

議
案
に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
質
疑
の
中
か
ら

主
な
質
疑
と
答
弁
の
要
旨
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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人
こ
そ
が
ま
ち
の
土
台
で
あ
り
、

未
来
を
担
う
の
は
若
い
世
代
で
あ
る
。

少
子
高
齢
化
の
中
で
若
者
に
選
ば
れ
る

ま
ち
に
な
る
た
め
に
若
者
世
代
へ
の
投

資
や
支
援
が
重
要
だ
。
若
者
へ
の
支
援

策
や
若
者
の
活
躍
を
応
援
す
る
施
策
を
。

　
　
　

　
　
　
こ
れ
ま
で
若
者
の
地
元
企
業
へ

の
就
職
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

若
い
世
代
の
子
育
て
支
援
な
ど
、
若
者

の
定
着
に
資
す
る
施
策
を
推
進
し
て
き

た
。
さ
ら
に
令
和
６
年
度
に
は
、
結
婚

し
た
若
い
世
代
の
住
ま
い
に
係
る
費
用
の

補
助
な
ど
の
新
た
な
事
業
に
も
取
り
組
む
。

　
　
　

　
　
　
芸
術
文
化
で
あ
る
音
楽
等
を
鑑

賞
す
る
場
の
音
楽
ホ
ー
ル
と
、
震
災
体

験
伝
承
の
役
割
を
担
う
中
心
部
震
災
メ

モ
リ
ア
ル
拠
点
で
は
、
意
義
と
役
割
が

異
な
る
。
こ
れ
ら
を
同
居
さ
せ
複
合
施

設
と
し
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

　
　
　
本
市
に
お
け
る
復
興
の
過
程
で

は
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
地
元

の
文
化
芸
術
関
係
者
が
、
音
楽
や
演
劇

な
ど
を
通
じ
て
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
、
震
災
の

記
憶
の
伝
承
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。
複
合
施
設
と
す
る
こ

と
は
、
単
な
る
コ
ス
ト
削
減
だ
け
で
は

な
く
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て

結
び
つ
い
た
親
和
性
の
あ
る
両
拠
点
を

融
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
出
生
数
底
上
げ
の
た
め
、
子
育
て
世

　
代
へ
の
支
援
を
拡
充
せ
よ

○
青
葉
山
エ
リ
ア
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

○
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
の
人
材
確
保
・
育
成

○
本
市
の
地
下
鉄
や
地
下
道
の
核
シ
ェ

　
ル
タ
ー
化

　
　
　

　
　
　
利
用
者
の
負
担
が
２
・
５
倍
に

も
な
る
制
度
改
正
案
で
、
必
要
性
の
説
明

が
な
く
、
物
価
高
騰
や
保
険
料
等
の
公
的

支
出
の
値
上
が
り
、
低
い
年
金
に
苦
し
む

高
齢
者
に
と
っ
て
耐
え
難
い
仕
打
ち
だ
。

条
例
改
正
案
を
取
り
下
げ
る
決
断
を
。

      　
　
　
社
会
福
祉
審
議
会
老
人
福
祉
専

門
分
科
会
で
の
議
論
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
の
意
見
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
速
や
か
に
見
直
し
が
必
要
と
考
え
、

条
例
改
正
案
等
を
提
案
し
た
。
ま
た
、

見
直
し
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
市
政
だ
よ
り
で
の

特
集
等
で
丁
寧
な
周
知
や
説
明
を
尽
く
す
。

　
　
　
児
童
館
や
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

指
定
管
理
料
は
、
光
熱
水
費
の
高
騰
を
見

込
ん
で
増
額
変
更
を
行
う
予
算
と
す
べ
き
。

　
　
　
市
民
利
用
施
設
の
安
定
し
た
運
営

の
観
点
か
ら
、
急
激
な
光
熱
費
高
騰
に

よ
り
収
支
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
施
設
に

対
し
て
は
、
補
正
予
算
に
よ
り
必
要
な

対
応
を
図
っ
て
き
た
。
令
和
６
年
度
に

お
い
て
も
物
価
高
騰
の
影
響
を
注
視
し

つ
つ
、
指
定
管
理
者
に
我
慢
を
強
い
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、必
要
な
対
応
を
行
う
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
市
長
の
公
約
で
あ
る
「
ま
ち
の
主
役

　
は
人
」
の
実
現
を

○
各
種
基
金
総
額
の
増
加
が
示
す
財
政
力

○
建
設
事
業
は
身
の
丈
に
合
わ
せ
て
、

　
福
祉
予
算
を
増
額
せ
よ

○
学
校
給
食
無
償
化
と
子
ど
も
医
療
費

　
助
成
の
対
象
拡
大

○
特
別
支
援
保
育
の
受
け
入
れ
環
境
整

　
備
と
公
立
保
育
所
の
改
修
・
改
築

○
宿
泊
税
に
頼
ら
な
い
観
光
振
興
施
策

○
女
川
原
発
再
稼
働
と
命
の
リ
ス
ク

○
４
病
院
再
編
の
白
紙
撤
回
を
迫
る
協
議

　
　
　

　
　
　
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
ひ
と
り
親
な

ど
多
様
な
家
族
を
認
め
合
う
こ
と
が
大

切
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

      　
　
　
子
ど
も
の
幸
せ
が
最
優
先
に
考

え
ら
れ
、
そ
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る

社
会
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
多
様
な
家
族
形
態
を
踏
ま
え
た
経

済
的
負
担
の
軽
減
や
相
談
支
援
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
令
和
６
年
度
に
は
妊
婦
健
診

費
用
助
成
の
拡
充
等
新
た
な
施
策
を
進
め
、

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
優
先
し
な
が
ら
、

家
庭
状
況
に
応
じ
て
支
援
に
取
り
組
む
。

　
　
　
国
の
少
子
化
対
策
「
こ
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
」
で
、
財
源
を
公

的
医
療
保
険
料
に
上
乗
せ
す
る
と
さ
れ

た
が
、
保
険
料
を
別
用
途
の
少
子
化
対

策
へ
流
用
す
る
の
は
正
当
性
に
欠
け
る
。

保
険
者
で
あ
る
自
治
体
等
の
意
見
を
聞

か
な
い
制
度
化
は
地
方
分
権
の
趣
旨
に

反
す
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
　
他
の
目
的
に
要
す
る
財
源
を
保
険

料
と
併
せ
て
徴
収
す
る
制
度
の
創
設
に

当
た
り
、
国
に
お
い
て
、
保
険
者
等
の

意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
る
な
ど
慎
重
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

他
の
政
令
指
定
都
市
等
と
連
携
し
、
必
要

な
意
見
を
国
に
対
し
申
し
述
べ
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
等
組
織
改
正

○
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税

○
公
共
交
通
を
軸
と
す
る
ま
ち
づ
く
り

○
ナ
ノ
テ
ラ
ス
の
活
用
と
リ
ス
ク
管
理

○
中
心
部
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
と
近
隣

　
施
設
や
全
国
の
関
連
施
設
と
の
連
携

○
能
登
半
島
地
震
へ
の
本
市
職
員
派
遣

○
４
病
院
の
再
編
と
仙
台
医
療
圏

○
職
員
一
人
一
人
の
十
分
な
能
力
発
揮

　
　
　

　
　
　
８
千
万
人
国
家
を
提
唱
す
る
「

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
２
１
０
０
」
で
は
、
結

婚
や
出
生
率
等
に
係
る
努
力
を
軽
ん
じ
、

安
易
に
移
民
に
頼
る
リ
ス
ク
を
指
摘
す
る
。

本
市
の
出
生
率
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
の
水

準
で
人
口
も
減
少
し
て
い
る
。
市
長
は

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　

　
　
　
若
者
が
働
き
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
よ
う
な
施
策
の
実
施
と
と

も
に
、
今
後
海
外
の
高
度
人
材
が
住
ま

い
、
働
く
場
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
世
界
標
準
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
、
本
市

の
包
括
的
成
長
を
目
指
し
た
取
り
組
み

を
進
め
る
。

　
　
　

　
　
　
防
災
の
取
り
組
み
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
は
、
誰
も
が
心
豊
か
で
安

全
安
心
の
地
域
社
会
を
つ
く
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
弱
体
化
し
、
核
と
な
る
地
域
等
は

苦
慮
し
て
い
る
。
市
は
環
境
を
整
え
よ
。

　
　
　

　
　
　
避
難
所
担
当
課
が
受
け
持
ち
の

避
難
所
を
訪
れ
、
地
域
の
皆
さ
ま
や
学
校

等
と
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
町
内
会
活
動
の
デ
ジ

タ
ル
化
、
女
性
役
員
が
運
営
の
中
心
を

担
う
事
例
の
モ
デ
ル
化
等
、
新
た
な
町

内
会
支
援
策
に
着
手
し
て
お
り
、
引
き

続
き
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
総
合
的
浸
水
対
策
と
国
道
４
号
線
の

　
高
架
化
と
安
全
性
向
上

○
市
民
を
守
る
新
庁
舎
と
地
下
シ
ェ
ル

　
タ
ー
施
設

○
教
育
の
諸
課
題
対
応
の
人
員
配
置
を

○
今
後
10
年
間
の
財
政
見
通
し
は
悪
化
の

　
一
途
。
大
型
事
業
等
に
よ
る
財
政
ひ
っ

　
迫
を
宿
泊
税
や
敬
老
乗
車
証
等
で
弱
い

　
立
場
の
市
民
に
負
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

敬
老
乗
車
証
の
利
用
者
負
担
割
合
の
見
直
し

中
間
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
よ
り

温室効果ガス削減にも寄与する
森林の適切な管理

都市の生活と経済を支え、避難のルート
ともなる道路の確保は極めて重要

仙台まちづくり若者ラボ
ワークショップの様子

問   答

問   答

問   答

問   答

問   答

問   答

問   答

問   答

音
楽
ホ
ー
ル
・
中
心
部
震
災

　
　
　
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
複
合
施
設

未
来
を
担
う
若
い
世
代
へ
の
施
策

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の

　
財
源
に
つ
い
て
国
に
物
申
す
べ
き

全
て
の
子
ど
も
の
利
益
を

　
　
　
最
優
先
に
し
た
取
り
組
み
を

防
災
力
や
市
民
協
働
の
力
を

　
　
　
　
　
向
上
さ
せ
る
環
境
整
備

人
口
減
少
を
迎
え
た

　
　
　
　
本
市
の
進
む
べ
き
方
向
性

敬
老
乗
車
証
の

　
　
　
利
用
者
負
担
増
額
は
中
止
を

本
市
の
指
定
管
理
施
設
の

　
　
　
維
持
管
理
に
必
要
な
予
算
を

仁平　覚子　議員

仙台維新仙台維新

ひぐち のりこ 議員

立憲民主党立憲民主党
仙　　　台仙　　　台

菊地　崇良　議員

せんだい自民せんだい自民
・参政の会・参政の会

花木　則彰　議員

日　本日　本
共産党共産党

疑

質

表

代

議
案
に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
質
疑
の
中
か
ら

主
な
質
疑
と
答
弁
の
要
旨
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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